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2G 3G 4G

モバイルユビキタス

新サービス例
i-mode

FOMA

モバイル
マルチメディアモバイルインターネット

eメール
Webアクセス

ビデオ メール
TV会議
TV電話 実世界協調サービス

パーソナライズサービス
リアリティ通信

ブロードバンド＆
ユビキタスサービス

モバイル
ネットワークの世代

サービス
コンセプト

デジタルセルラ（PDC)
+ インターネット

広帯域セルラ（W-CDMA)
ATM ネットワーク→ All-IP化

超広帯域セルラ +
多様アクセス環境
非定型ネットワーク(含，non-IP)

‘９０年代 ‘00年代 ‘10年代

PDC：Personal Digital Cellular（ ディジタル携帯電話 ）
ATM：Asynchronous Transfer Mode（非同期転送モード）
FOMA：Freedom of Mobile multimedia Access

モバイルサービスとネットワークの発展モバイルサービスとネットワークの発展
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３G-CN

３G-RAN

IP-CN IP-CN

3G-RAN
New Radio
Interface

ATM based IP based IP based

プラグイン

RAN:Radio Access Network
CN:Core Network

多様な無線アクセス方式にも対応可能

３G-RAN

コアNWを先行してIP化

ネットワークの発展シナリオネットワークの発展シナリオ
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通信速度（データ伝送）の高速化通信速度（データ伝送）の高速化
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ドコモのサービス戦略ドコモのサービス戦略

グローバル化グローバル化グローバル化ユビキタス化ユビキタス化ユビキタス化

マルチメディア化マルチメディア化マルチメディア化

●Ｗ-ＣＤＭＡサービス開始 １２カ国、２２事業者

（２００４年７月時点）※各社プレスリリースより

● ＶＩＳＡッピ

２００３年１０月より試行サービス

セキュリティ（安心・安全）セキュリティ（安心・安全）セキュリティ（安心・安全）

● 認証（FirstPass） ● 位置情報 ● 端末ロック ● アンチウィルス ● エアダウンロード ● 迷惑メール対策 ● 災害伝言板

● ＴＶ電話対応端末

ＦＯＭＡ端末の約８９％

（２００４年９月末）

● １１万人利用 （２００３年度）

● 契約比率約４１％ （２００４年９月末）

● ＱＲコード対応端末

（505iS,900iより標準搭載）

● iモード FeliCa サービス開始

２００４年７月１０日開始

●ＰＤＣ約２,６３６万契約

（２００４年９月末）

●海外ｉモード利用者数

３００万突破 （２００４年６月末）

ＡＶＡＶＡＶ

i-mode ii--mode mode 

カメラカメラカメラ

BluetoothⓇBluetoothBluetoothⓇ

音声音声音声

非接触ＩＣ非接触ＩＣ非接触ＩＣ

バーコード
リーダー
バーコードバーコード
リーダーリーダー

赤外線赤外線赤外線

●約４,２３６万契約

（２００４年９月末）

※ 「VISAッピ」は、ビザ・インターナショナルの商標です。

※ 「QRコード」は、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

※ 「Bluetooth」は、米国内におけるBluetooth-SIG Inc.の商標または登録商標です。

※ 「Cmode」は、The Coca-Cola Compaｎｙの商標です。

※ FeliCaは、ソニー株式会社の登録商標です。

※ 「ｉ-mode/ｉモード」「ＦＯＭＡ/フォーマ」 「FirstPass」「キャラ電」 及び、「i-mode」 「パワーアップｉアプリ」 「ishot」 「i-motion」 「着モーション」 「Deco-mail」 「M-stage」「WORLD WALKER」「WORLD WING」のロゴは、NTT DoCoMoの商標又は
登録商標です｡

※数値は各社プレスリリース
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データトラヒックの増加データトラヒックの増加
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パケット数推移パケット数推移 （パケット数（パケット数//日・人）日・人）

ＰＤＣ１人あたりの１日の使用パケット数 【 月間平均値 】

ＦＯＭＡ１人あたりの１日の使用パケット数 【 月間平均値 】

１
日
の
使
用
パ
ケ
ッ
ト
数

（パ
ケ
ッ
ト
／
人
）

９９年
２月

９９年
８月

００年
２月

００年
８月

０１年
２月

０１年
８月

０２年
２月

０２年
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ALL IP NW

Live配信

ｽﾎﾟｰﾂ(ﾏﾗｿﾝ,ｻｯｶｰ, etc.)や花火大会などの
ｲﾍﾞﾝﾄを移動端末からﾗｲﾌﾞ配信

ｶｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ情報
自動収集＆
常時送信 オイル情報

タイヤ情報エンジン情報

・顧客ｶｰ情報分析による車両管理
・整備提案および異常通知

故障発生！

車修理工場

故障車両情報通知

現場へ出動

寝室

劇場

車

ユーザ

睡眠
シール
睡眠
シール

Drive
シール
Drive
シール

①ｼｰﾙ毎にﾌﾟﾚｾﾞﾝｽ情報
が設定

④プレゼンスに応じた
呼処理制御等

自動 D-modeDrive

留守電接続劇場

留守電接続睡眠中

②ID読み取り

劇場
シール
劇場
シール

Home Network

Control NodeControl Node

Wireless Adhoc Network

Bluetooth

来訪者通知

情報家電のﾘﾓｰﾄ制御
(ﾋﾞﾃﾞｵの録画予約等）

ﾋﾞﾃﾞｵ映像送信

ﾋﾞﾃﾞｵ遠隔再生

車販売店

ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ転送

リモート制御系 センサー系

情報配信系 マシンコム系

③IDに応じたﾌﾟﾚｾﾞﾝｽ登録

配信者移動

故障情報通知

情報家電等

AR

AR

AR

AR

AR

AR

AR

AR

AR
AR

AR

将来サービス将来サービス例１例１((多様なサービス展開多様なサービス展開））
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将来将来サービスサービス例２（例２（リアリティの追求リアリティの追求））

立体映像通信

分身触覚

立体音響通信

生体情報通信

分身インタフェース通信

?%存在感／感情

知覚への貢献度「五感＋」通信イ
ンタフェース

2%嗅覚

3%味覚

15%触覚

20%聴覚

60%視覚

３D音響／映像によるリアリティ通信

触覚再現グローブを用いた通信

人間の感覚における五感の割合
（出典：画像通信，電子通信学会，１９７５）

ネットワーク
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AnalogueAnalogue
speechspeech

1G 2G 3G

Visual

Biological

必
要
帯
域
幅

Audio

ii--ShotShot

ii--MotionMotion

ii--modemode

2D/3D Video

ホログラムホログラム

ii--AppliAppli

RingingRinging--melody melody RingingRinging--songsong
MailMail

Still image

Text
Digital Digital 
speechspeech

3D Audio3D Audio

触覚触覚

分身分身

必要帯域幅上昇

SurroundSurround

3D 3D ii--AppliAppli

StereoStereo

4G

モバイル通信に必要な帯域幅モバイル通信に必要な帯域幅
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13出典： ITU-R WP8F M.1645 “ Framework and overall objectives of the future development of IMT-2000 and systems beyond IMT-2000”

ITUITU--RRにおける検討状況における検討状況

Illustration of capabilities of IMTIllustration of capabilities of IMT--2000 and systems beyond IMT2000 and systems beyond IMT--20002000
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ITUITU--RRにおける検討状況における検討状況

ドコモでは新無線インタ
フェースの候補となる無
線伝送方式を検討中

出典：出典： ITUITU--R WP8F M.1645 R WP8F M.1645 ““ Framework and overall objectives of the future development of IFramework and overall objectives of the future development of IMTMT--2000 and systems beyond IMT2000 and systems beyond IMT--20002000””

Future network of systems beyond IMTFuture network of systems beyond IMT--2000 including a variety 2000 including a variety 
of potential interworking access systemsof potential interworking access systems
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A

C

B D

1000 m

800 m
900 m

基地局

基地局アンテナ

移動局装置を車載した測定車
（平均時速30 km/h）

・ITU勧告M.1645の目標を満足する無線インタフェースの考案
・屋外環境において、100Mbps伝送実験に成功

ドコモの取り組みドコモの取り組み状況状況
～新無線インタフェースの～新無線インタフェースの伝送実験伝送実験～～
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横須賀で実施中の

新無線インタフェース伝送実験模様

（Video)

ドコモの取り組みドコモの取り組み状況状況
～新無線インタフェースの～新無線インタフェースの伝送実験伝送実験～～




